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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、CDA（炉心損傷事故）気泡に伴う一連のセシウム移行挙動を詳細に解析するための簡易

モデルを開発し、実験解析によってその妥当性を検証するともに、実機の CDA 条件下でのセシウム

の移行挙動解析への適用性を示したもので、原子炉工学上寄与するところが大きい。よって本論文

は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 


